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昨年９月に大林・佐藤・日本国土特定建設工事共同企業体との間で契約を行いました「川上ダム本体建設工

事」は、これまで施工方法の検討や現地の測量などの準備作業をすすめ、いよいよ今月から現地での工事を開

始いたします。 

ダム本体工事は、平成３４年度まで数年かけてダムを完成させますが、いくつかの手順を踏むことになりま

す。川上ダム通信では次号以降で、より詳細で旬な情報をお伝えしていきますが、はじめに今月号で川上ダム

本体工事全体の流れをご紹介いたします。 

 

 

川上ダム本体建設工事を受注しました大林・佐藤・日本国土特定建設工事共同企業体のメンバーです。

よろしくお願いいたします。 

写真左から乾 浩之主任、丸井清猛副所長、藤原宗一工事長、中尾 久所長、上
うえ

高
こう

克弘現場代理人、小俣
お ま た

光

弘監理技術者、蔵元一成副所長、水野敬久副所長です。現在は技術系職員計８名で、今年２月からの現場

工事着工に向け工事計画の検討を行っています。 

地元の皆様や水資源機構の皆様と協力し

て、安全第一で立派なダムが完成できるよう

新の技術を用いて工事を進めていきたい

と考えています。 

今後、長期にわたり何かとお世話になるこ

とも多くなると思いますが、よろしくお願い

いたします。 

【川上ダム本体建設工事 JV】

２月下旬からダム本体建設工事が始まるのを

前に、工事の内容や方法についての説明会を当建

設所ふれあいホールにおいて、１月１４日（日）

には川上区の皆様に対して、１月２２日（月）に

は青山支所管内住民自治協議会の皆様に対して、

開催させていただきました。 

川上区の皆様に対する説明会では１４名の方

に、青山支所管内住民自治協議会に対する説明会

では３５名の方にお集まりいただき、ダム本体工

事の内容や流れ、工事の作業時間、工事関係車両

の運行経路や工事の実施に伴った環境への影響

とその軽減策などについて説明を行いました。限

られた時間の中ではありましたが、参加者の方々 

からご意見、ご質問をいただき、ありがとうございました。 

当建設所では、今後も地域の皆様に対して、現場見学や説明会などを通じてダム本体建設工事の状況につ

いて情報発信するとともに、皆様のご意見等を踏まえながら、地域の皆様に愛されるダムの建設を進めてい

きたいと思いますので、引き続き、ご理解・ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

【工事課 市川滋己】

川上区説明会の様子 

H30 年 2 月下旬 

より現地着手！！ 

締切工 閉塞工転流工

工事用道路

付替道路

試験湛水

管理設備

堤体工・堤頂工

基礎処理

基礎掘削

仮設備

川上ダム本体工事スケジュール
平成３４年度平成３３年度平成３２年度平成３1年度平成３０年度平成２９年度

（注）工事工程は、工事の進捗により、今後変更になる場合があります。 

ダム本体工事の 初の工事として、（上図）①ダム工事を行うため川の流れを切り替える転流
てんりゅう

工に取り掛か

ります。これは前深瀬川を横切るように小さな堰堤
えんてい

を造って川を締め切り、川の流れをすでに完成している仮

排水路トンネルへ切り替える作業です。その後、③基礎掘削、⑤堤体工（打設）、⑥試験湛水といった手順とな

ります。平成３４年度のダム完成に向けて、工期遵守およびコスト削減を図りつつ、安全第一で工事を進めて

まいります。 

工事の状況については、次号以降の川上ダム通信及び現場見学会等を通じてお知らせしてまいりますので、

地域にお住まいの皆様には引き続き、ご理解・ご協力をお願い申し上げます。 

【工事課 市川滋己】


